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 この前年が明けたと思ったのに、もう６月。１年の半分にさしかかっています。昔は週休二

日ではなかったので、土曜日が待ち遠しく、１週間がとても長く感じられたものです。母が料

理好きで、土曜日のお昼ご飯はピロシキや肉まんなどをよく作ってくれました。「今日のお昼は

何かな～」とわくわくしながら帰っていたのを思い出します。私と同世代の方はご存知でしょ

うが、幼い頃の駄菓子屋さんで売られていたお菓子は着色料で真っ赤や真っ青の物がありまし

た。母はそれを食べさせたくなくて全てお菓子を手作りしていました。小さい子供にとっては

ままごとの延長です。物心ついた時から台所で粉をふるったりしてお菓子作りを覚えました。

お誕生会にお友達が来ると、皆でクッキーを作ったり、担任の先生にクリスマスケーキを持っ

て行ったりと、お菓子作りにはたくさんの楽しい思い出があります。でも、買い食いを許され

なかったので、私の憧れは「ベビースターラーメン」でした。 

 今、料理の本を見ると、１本のパウンドケーキにこんなに砂糖が入っているのかと驚いてい

ます。家で作るとどうしてもたくさん食べてしまうので、プロの作ったおいしいものを少量食

べる方が体には良いかと思いつつ、子供にほとんど教えてやれない後ろめたさも感じています。

今の子供たちは忙しいですが、台所でお手伝いをさせながらその家の味を伝えていくことも大

切だと思います。日々の忙しさの中で、職業人と母親業のジレンマに悩まされる毎日です。 
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「偉人たちの一日一言」 
 

 発行：致知出版社 書籍編集部    

感動実話 平成２６年５月２４日（土） 

 

元サッカー日本代表の中田英寿選手、陸上の為末大選手などのスポーツマネジメントを手掛けるＰＲ会

社の「サニーサイドアップ」。創業者の高橋恵さんは、ワンルームマンションの一室からスタートした

同社を２０１２年には電通ＰＲをおさえ、業界売り上げ１位にまで急成長させました。その事業発展の

背景には、高橋さんのお母様の生き方に学んだ「おせっかい」の大切さがあったそうです。 

  

 

どんなに忙しくとも、人を想う心さえあれば、たった一言の言葉、たった一枚の紙切れでも、人を救う

ことができるのです。 

         高橋 恵（サニーサードアップ創業者）   ——月刊『致知』 致知随想より 
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私のおせっかいの原点には、子供時代の辛い経験がありました。 

「何で戦死してしまったの。手がなくても足がなくても、生きて帰ってきてほしかった！」 

そう泣き叫ぶ母のそばで、十歳の私は、姉と妹とともに、一緒に泣いていました。 

 良家に生まれた母でしたが、幼くして両親を、大東亜戦争で夫を亡くしました。戦後始めた事業もほ

どなく倒産。手のひらを返したような世間の冷たさに晒され、押しかける債権者に家財道具一切を持ち

去られました。母の指から父の形見の真珠の指輪を強引にもぎ取る姿がいまも目に焼き付いています。 

 母はこの時、一家心中の瀬戸際にまで追い込まれていたのでしょう。しかし、それを子供心に感じた

時、ガタッという物音が玄関から聞こえたかと思うと、ガラス戸に一枚の紙切れが挟まっていました。

そこにはこう書かれていたのです。 

「あなたには三つの太陽（子供）があるじゃありませんか。 

今は雲の中に隠れていても、必ず光り輝く時がくるでしょう。 

それまでどうかくじけないでがんばって生きて下さい」 

その手紙を読み聞かせながら、母は、はっと気がついて、ごめんね、ごめんねと謝って抱きしめてく

れたのです。 

 おそらく私たちの窮状を見かねた近所の方だったのでしょう。 

人間のちょっとした優しさに、人の命を救うほどの力がある——。この時の強烈な印象、そして一家

を養うために身を粉にして働く母の姿が、私のおせっかいの原点となったのです。 

しかし、苦しい生活は終わることなく、このままでは学校に通わせることもできないと、母は私を知

人の家に預けることを決断。そして送り出された私を待ち受けていたのが壮絶な“いじめ”でした。 

空腹を我慢し、冬は霜焼けで十本の指がただれていても雑巾がけ。手をついて謝っても、これでもか

と足で頭を踏みつけられる……。あまりの仕打ちにトイレで泣き明かすこともしばしばでした。 

その小窓から見えた空と、その中を自由に飛び交う鳥たちの姿、そして母に会いたいという哀しい思

いは、いまでも忘れることができません。 



「自由に大空を飛ぶ鳥のように世の中を自由に、自らの力で生きていこう、そして、人間として、わ

け隔てない生き方をしよう」と十四歳の時に誓ったのでした。 

いま思い返すと、その後社会に出てからの私は、子供時代の辛い体験と、母や見知らぬ人から受けた

温かい愛情に突き動かされるように幸せを追い求め、無我夢中でおせっかいをばら撒いてきたような気

がします。 

「天知る、地知る、我知る。どんなに貧しくなろうとも、心まで貧しくなってはいけません」 

「あなたには、あなたのいっぱい、いいところがあるじゃない」 

苦しい生活の中で母が繰り返し唱えていた言葉です。母はそのとおり、本当に思いやりに溢れた人で

した。無縁社会という言葉も聞かれますが、どんなに忙しくとも、人を想う心さえあれば、たった一言

の言葉、たった一枚の紙切れでも、人を救うことができるのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

困っているときや苦しい時にかけてもらった暖かい一言、いつまでも心に残ります。言葉は本当に

不思議な力を持っていると思います。  

 昨年は予期せぬ出来事が次々と降りかかり、かなり精神的に参ってしまいました。そして、 更年

期障害に特有の「うつ」症状。真剣にお祓いに行くことを考えました。そんな時に、以前から院内勉

強会でお世話になっているトレーナーの方が心配して何 度も福岡から励ましに来て下さいました。

海外の出張も多く、とても忙しい方なので申し訳なかったのですが、お話しすることによってどれほ

ど気持ちが楽に なったでしょうか。  

 また、別に昨年からお世話になっているコンサルタントの方がいらっしゃいます。この方も 多忙

を極めていらっしゃいますが、福岡での仕事のついでに、と毎月立ち寄って下さって、アドバイスを

して下さいます。そしてメールや電話でも的確な指示を 出して下さり、「プロ」の底力というものを

実感しています。この方が 5 月末にスタッフ研修を行ってくださいました。人は誰でも誰かの役に

立ちたいという気 持ちがある、というお話をなさいました。本当に些細なことでよいので、人が喜

ぶことを毎日行うと人生がどんどん好転していくのだよ、と言われました。  

 私も人生後半戦に入り、今後どのような生き方をしていくべきかと常々考えています。多くの方に

お世話になって今の自分があることに心から感謝し、少しでもご恩返しをしたく、毎日 3 つは人様

に喜ばれることをしていきたいものだと心から思います。  


